
   

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

芳
賀
地
区
の
皆
様
が
、
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か 

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
芳
賀
地
区
自
治
会
連
合
会
も
、
地
域
の
皆
様
の
絶
大
な

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
、
年
度
当
初
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
各
種
行
事
も
順
調
に

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
十
一
月
に
開
催
し
ま
し
た
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
も
、
は
や
、
四
年
目
と
な
り
、

皆
さ
ん
の
意
見
に
よ
り
特
別
展
示
を
は
じ
め
、
様
々
な
見
直
し
と
新
た
な
取
り
組
み

を
盛
り
込
み
、
各
町
や
団
体
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
等
で
大
盛
況
の
う
ち
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
関
係
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、

皆
様
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
魅
力
溢
れ
る
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

社
会
全
体
で
将
来
に
わ
た
り
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
芳
賀
地
区
で
は
、
来
年
度
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

は
、
前
年
に
比
べ
若
干
増
加
す
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
社
会
状
況
を
踏
ま

え
、
住
民
各
位
の
よ
り
一
層
の
交
流
を
図
る
と
共
に
、
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
も
課

せ
ら
れ
た
課
題
と
認
識
し
、
全
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。 

昨
年
の
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選
手
は
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
ま
し
た
。
来
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
世
界
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
続
き
、
多
く
の
競
技
で
飛
躍
的
に
競
技
人
口
が

増
加
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
芳
賀
地
区
に
お
い
て
も
、
こ
の
機
を
と
ら
え
、

そ
れ
に
対
応
す
る
組
織
や
施
設
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

結
び
に
当
り
、
本
年
も
芳
賀
地
区
の
皆
様
が
、
益
々
、
ご
健
勝
で
あ
ら
れ
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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ご 協 力 あり がと う ご ざい まし た  
赤い羽根共同募金 460,200円 

(このうち各事業所からの募金 212,000円) 

お預かりした浄財は共同募金会前橋市支会から群馬共

同募金会に送金し、有効にご活用させていただきます。 
 

歳末たすけあい募金 347,100円 
福祉サービス事業の支援と地域福祉の充実を図るた

め、歳末たすけあい募金を実施いたしました。 

地域の皆様から集められた募金は、市社会福祉協議会

を通じて大切に使わせていただきます。 

人権標語 （みんなの人権を考えよう） 
 
・自分が言われていやな事 自分自身に言えますか 

     小坂子町 紺野 雄太郎 

・その行動 相手も自分も 狂わせる 

小神明町 長岡 晴空 

平成 ３１年 
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みんなで築こう人権の世紀 

～考えよう相手の気持ち 育てよう思いやりの心～ 

芳賀小・中学校では、相手の気持ちを考えることや思

いやることの大切さを学び、人権を尊重する活動のひと

つとして、児童・生徒が標語をつくっています。 

昨年一年間にわたり、合計４０点の標語を紹介させて

いただきました。ありがとうございました。 

我が国の現状は、平均寿命の大幅な伸びや少子化な

どを背景として、人口の４人に１人が６５歳以上の高

齢者となっています。こうした状況の中、身体的・心

理的・経済的虐待といった高齢者の人権問題が生じて

います。 

すべての高齢者が、これまで果たしてきた役割や功

績とともに尊重される社会、また長年培ってきた知識

や経験を活かして地域の担い手として生きがいをも

って暮らせる社会を実現するために高齢者について

の理解を深め、高齢者を大切にする心が必要です。 

人権について考えよう【高齢者】 
 


